
（平成27年度から）【国家的課題（活力創造プラン等）に対応して行う、その出口に直結した研究】 
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（平成26年度まで）【国家的課題（活力創造プラン等）に対応して行う、その出口を見据えた研究】 

生産者等を中心とする検討会を開催 
農林水産省が 

研究戦略 
       を作成 

農林水産省内に蓄積された 
行政課題に対応した研究テーマの設定 
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【異分野や他府省との連携】 

（関係府省との連携） 

科学技術・イノベーション会議 

研究推進戦略 
（研究領域毎） 

経済・産業競争力にとって 
重要な課題 

【独法自ら行うもの】 

主務大臣 中期目標 

農林水産省の研究開発制度の概要 

ブロック提案会による研究シーズと 
生産現場の研究開発へのニーズ把握 

※現場のニーズの把握とその研究への反映機能を強化 

基礎 実用 応用 

導入 

定置型イチゴ収穫ロボットを開発 
農地の排水性を改良する 
                 低コストな補助暗渠工法 

① 農業のスマート化を実現する革新的な生産システム 
  ア 高品質・省力化を同時に達成するシステム 
  イ 収量や成分を自在にコントロールできる太陽光型植物工場 
② 画期的な商品の提供を実現する新たな育種・植物保護技術 
  ア 新たな育種体系の確立 
  イ 持続可能な農業生産のための新たな植物保護技術の開発 
③ 新たな機能の開拓による未来需要創出技術 
  ア 次世代機能性農林水産物・食品の開発 
  イ 木質リグニン等からの高付加価値素材の開発 
  ウ 未利用藻類の高度利用・培養型次世代水産業の創出 

研究課題 
※平成26年度実施中 

戦略を踏まえ
産学連携の下
研究を推進 

参考６ 
（ブロック提案会資料） 

中高年女性での骨密度が高い 
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今後の委託プロジェクト研究の重点課題 

論点１：収益力向上技術 論点２：生産システム革新技術 論点３：産地強靱化技術 

■ 多収への挑戦 

■ 強みのある農産物づくりへの挑戦 

■ 省力・大規模化への挑戦 ■ 異常気象対応・温暖化適応への挑戦 

■ 強みのある農村づくりへの挑戦 
■ 取り組みやすい農業への挑戦 

○ 各地域での飼料用米等の多収栽培体系の確立と飼料
用米による特徴ある畜産物の安定生産技術の開発  

○ 水田における野菜等との複合経営への転換と生産性の
向上を可能とする精緻な水分コントロールができる地下か
んがいシステム等の開発                  等            

農林水産業・地域 
 
の活力創造プラン 

■ 資材高騰対応への挑戦 

■ 高パフォーマンス畜産への挑戦 

プランの実現に向けた研究開発の重点課題の検討 

○ 機能性食品の表示制度の開始に伴い、本制度に基づく
食品の供給システム  

○ 高い安全性・品質意識を有する消費者の評価を踏み台
としたマーケットイン型農産物生産の追求  

○ 食品の海外輸出を可能とする衛生管理、ハラール対策、
品質管理等に係る先進的技術の開発           等 

○ 肥料の投入量の低減、利用効率の向上を可能とする革
新的耕畜連携、輪作技術の構築             等 

○ 農業経営の大規模化の妨げや、高齢化に伴い管理が困
難となる用排水路のパイプライン化技術等の開発  

○ 水路等のパイプライン化に併せたＩＣＴ利用環境の整備と
それらを活用した革新的な農業インフラ整備  

○ ＩＣＴを活用した精密な水管理による余剰水の園芸等へ
の効果的活用                        等 

○ 労働負荷の大幅な軽減を可能とする革新的栽培法、加
工用落葉果樹省力生産の追求  

○ 高齢者、障害者による福祉農業等を可能とする快適か
つバリアフリーな施設園芸システムの開発        等 

○ 自給飼料、ＴＭＲの生産・利用、エコフィードの高度化、低コ 
   スト化にかかる技術の開発  
○ 中山間地域での放牧による安定した和子牛生産技術の開発  
○ 家畜ふん尿処理や新たな悪臭低減技術の開発       等 

○ 極端な高温、病害虫発生等、気候変動の問題を回避
し、これを利する農業の実現   

○ 局地的気象変化に対し被害回避行動が可能な迅速な
情報伝達技術の開発                        等 

○ 中山間農地の汎用化を可能とする基盤整備技術の開発  
○ 人口減少においても中山間地域の生産・流通機能の維

持が可能な革新的農村システムの開発  
○ 欧州の農業・食品産業を参考に、ブランド食品（発酵食

品等）の開発を支える基盤技術の開発  
○ 中山間地域において食品産業、観光業との連携によるス

ローフードを核とした６次産業化、都市農村交流の再活性
化手法の開発  

○ 農業・農村の多面的機能を維持・向上するための革新的
な環境保全型農業技術の開発              等 

これら重点課題を実行に移す 「研究戦略」 を策定 

新たな重点研究課題はあるか？ それぞれの課題について必要な技術はあるか？ 

※以下は現時点のイメージであり、提案会等を基に改めて整理します ※以下は現時点のイメージであり、提案会等を基に改めて整理します ※以下は現時点のイメージであり、提案会等を基に改めて整理します 
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